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園
の
花
つ
ぎ
つ
ぎ
に
秋
に
咲
き
う
つ
る

こ
の
ご
ろ
の
日
の
し
づ
け
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

　6得
咲ス響1
趨

　　花

　
鶴
野
内
の
鈴
原
丑
松
さ
ん
（
八
十
四
歳
）
は
＼

五
年
前
か
ら
菊
づ
く
り
を
始
め
．
現
在
＼

三
〇
〇
本
の
菊
が
色
と
り
ど
り
に
咲
い
て

い
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
，
野
菜
つ
く
り

も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
お
陰
で
病
気
一
つ
ぜ
ん
が
」
と
お
っ

し
ゃ
る
畑
原
さ
ん
。
来
年
も
「
菊
」
の
便

り
四
っ
て
ま
す
。

「町報とうこう」は再生紙を使用しています．
⑨



　　　　　●鞭 8こ”り②■

　　　なんでも　　　みんながあ　

’95β愚きと。～産業と文化セ

　　　　　あ熔にとどけます〃

第13回

東
郷
町
産
業
文
化
祭

　
今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
た
東
郷

町
産
業
文
化
祭
が
、
十
】
月
四
日
と

五
日
の
両
日
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

メ
イ
ン
会
場
に
、
鋸
挽
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
産
業
文
化
祭
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
中
央
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
け

三
村
三
岳
猿
ま
わ
し
、
公
民
館
演
芸

大
会
、
秋
野
こ
ぎ
く
歌
謡
シ
ョ
ー
な

＜
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
ジ
ャ
ン
ボ

　
テ
ン
ト
内
は
、
観
客
の
熱
気

　
で
イ
ッ
パ
イ
ン

ど
成
皿
り
沢
山
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
で

収
穫
さ
れ
た
農
林
産
品
や
、
各
ク
ラ

ブ
、
小
中
学
校
か
ら
出
品
さ
れ
た
美

術
品
、
工
芸
品
な
ど
が
ず
ら
り
と
展

示
さ
れ
た
中
央
公
民
館
を
は
じ
め
、

ど
の
コ
：
ナ
；
も
終
日
た
い
へ
ん
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

レ
中
央
公
民
館
の
各
コ
ー
ナ
ー

　
は
人
々
…
…
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14＞まで〉

D
り

ハ、
、

亀
う
｝

㌧
も
．

　
　
一睡

農
業
の
基
本
は
「
土
づ
く
り
」
か
ら

熱
い
夏
を
乗
り
切
り
、
多
く
の
出
品
物
の
中
か

ら
見
事
優
等
級
を
受
賞
さ
れ
た
方
々

【
農
林
技
術
賞
】

○
個
人
の
部

野
菜
部
門
　
那
須
行
義
（
坪
）

畜
産
部
門
一
岡
村
増
義
（
〃
）

　
　
　
　
水
野
和
徳
へ
仲
）

○
団
体
の
部

東
郷
町
ふ
る
さ
と
市
場
開
設
グ
ル
；

フ
　
代
表
中
野
節
子

【
農
林
産
品
等
】

○
加
工
品
の
部
優
等

伊
東
ハ
ツ
エ
（
鶴
）
・
那
須
徳
子
（
八
）

o
家
庭
菜
園
の
部
優
等

黒
木
美
重
子
（
迫
）

　
▽
特
別
賞

レ
野
菜
部
門
で
農
林
技
術
賞
を
受

　
賞
し
た
那
須
行
義
さ
ん

金
子
勤
（
鶴
）

O
野
菜
の
部
優
等

横
山
雅
隆
（
仲
）
・
佐
藤
文
子
（
迫
）

海
野
照
子
へ
坪
）
・
矢
野
文
子
（
仲
）

川
口
清
子
（
福
）

○
果
樹
の
部
優
等

海
野
光
威
（
寺
）
・
清
水
辰
夫
（
仲
）

O
穀
類
の
部
優
等

小
林
シ
メ
子
（
福
）

o
茶
の
部
優
等

前
川
浩
規
（
仲
）

o
繭
の
部
優
等

黒
田
鐵
夫
（
田
）

【
寒
蘭
展
】

o
特
別
賞
P
碧
“
跣
〕
黒
木
幸
男
（
寺
）

　
優
　
勝
〔
紅
　
花
〕
田
邊
喜
廣
（
福
）

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
幸
男
（
寺
）

　
　
　
〔
青
　
花
〕
中
田
　
實
（
福
）

　
　
　
〔
更
》
　
化
£
霊
鑑
｝
〕
黒
木
士
農
夫
（
寺
）

　
　
　
〔
．
更
靭
“
化
β
粧
’
占
）
〕
森
田
隆
雄
（
鶴
）

　
　
　
〔
黄
　
花
〕
高
瀬
利
喜
三
（
寺
）

　
　
　
〔
特
　
花
〕
直
野
直
志
（
福
）

【
高
齢
者
作
品
展
】

o
手
芸
・
工
芸
品
優
等

岩
永
績
（
小
）
・
吉
野
マ
ス
エ
（
小
）

【
囲
碁
大
会
】

優
　
勝
　
　
　
　
小
林
勝
巳
（
福
）

準
優
勝
　
　
　
　
中
田
　
豊
（
鶴
）

三
位
　

図
師
睦
（
小
）
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レ
お
楽
し
み
抽
選
会
で
み
こ
と

　
自
転
車
を
引
き
当
て

　
　
　
　
　
　
　
　
V
サ
イ
ン
〃
…

霧＿、

ツ
／

／

ぞ
毒
、

レ
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
初

　
め
て
開
か
れ
た
「
四
半
的
大
会
」

＜
「
秋
野
こ
ぎ
く
歌
謡
シ
ョ
ー
」
で
は
、

　
身
と
あ
っ
て
日
向
弁
が
続
出
！

会大
回

日
向
市
出

β
も
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芸
道

　
　
演
習

　
　
館
学

～
一
民

　
　
公
生

　
　
贋
祭

＜
安
木
節
に
乗
っ
て
軽
快

　
な
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」

　
　
　
隻

焦
．

一

三凄劉3
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イ

域
螺

箏
宙
仙
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第3期長迫木材加工団地
　施設用地造成工事始まるノク

　10月27日、平成5年度から3力年計画で造成を行なってきた、長

迫木材加工団地施設用地の最終造成工事の起工式が行なわれました。

　今回の工事が完成すると、約5．9ヘクタールの施設用地が確保さ

れることになります。

陸
上
自
衛
隊

　
　
　
　
作
業
隊
紹
介

、
誕

堂薗作業隊長

　
私
達
東
郷
作
業
隊
は
、
長
迫
木
材

加
工
団
地
施
設
用
地
造
成
工
事
を
実

施
す
る
た
め
に
、
陸
上
自
衛
隊
第
2

施
設
群
の
中
か
ら
臨
時
に
編
成
さ
れ

た
部
隊
で
す
．
東
郷
作
業
隊
の
親
部

隊
で
あ
る
第
2
施
設
群
は
昔
で
い
う

工
兵
部
隊
で
あ
り
、
今
年
初
め
の
阪

神
淡
路
大
震
災
で
、
倒
壊
家
屋
の
除

去
な
ど
の
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
駐
屯
地
は
、
福
岡
県
飯
塚
市
に

群
の
主
体
が
、
】
個
中
隊
が
派
遣
部

隊
と
し
て
、
大
分
県
湯
布
院
町
か
ら

東
郷
町
ま
で
出
張
に
来
て
い
る
と
い

う
状
態
に
あ
る
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
工
事
に
あ
た
る
作
業

隊
の
編
成
は
、
人
員
に
つ
い
て
は
作

業
隊
長
以
下
五
十
四
名
、
建
設
機
械

に
つ
い
て
は
3
2
t
級
ド
ー
ザ
6
両
、

21

萩
宴
h
ー
ザ
2
両
、
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
3
両
、
ト
ラ
ク
タ
シ
ョ
ベ
ル
ー
両
、

11

w
級
ダ
ン
プ
5
両
と
な
っ
て
お
り
、

工
事
の
た
め
万
全
を
期
し
て
お
り
ま

す
。
工
事
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
二

月
下
旬
ま
で
の
約
四
ケ
月
間
の
作
業

と
見
積
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
達
自
衛
隊
が
こ
の
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

こ
の
工
事
が
耳
川
流
域
八
市
町
村
の

林
業
を
基
礎
と
し
た
、
地
域
の
活
性

化
と
い
う
公
共
陸
の
あ
る
目
的
を
有

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
工
事
が
、
自

衛
隊
施
設
科
（
工
兵
）
部
隊
の
訓
練

の
場
と
し
て
、
非
常
に
有
効
的
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。

　
私
達
は
、
訓
練
を
し
な
が
ら
地
域

社
会
へ
貢
献
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
工
事
を
担
任
す
る
こ
と
を
非
常

に
光
栄
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
達
五
十

四
名
約
四
ケ
月
間
、
東
郷
町
に
お
い

て
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を

通
じ
て
、
皆
様
方
と
積
極
的
な
交
流

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
短
い
間
で
す

が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

、
畷難曳

㎝「

瘤
R
牧
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創
設
！
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こ
の
た
び
、
宮
崎
県
は
「
若
山
牧

水
賞
」
を
創
設
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
。　
こ
の
事
業
は
、
郷
土
が
生
ん
だ
国

民
的
歌
人
「
若
山
牧
水
」
の
生
誕
一

一
〇
年
の
節
目
の
年
を
記
念
し
、
そ

の
偉
大
な
業
績
を
永
く
顕
彰
す
る
た

め
、
宮
崎
県
・
県
教
育
委
員
会
、
東

郷
町
・
延
岡
市
及
び
宮
崎
日
日
新
聞

社
が
主
催
し
て
創
設
さ
れ
る
も
の
で

す
。　
こ
の
賞
は
、
人
間
や
自
然
へ
の
あ

ふ
れ
る
想
い
を
謳
（
う
た
）
い
、
ま
さ

に
今
日
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
心
情

を
持
っ
て
活
躍
し
た
歌
人
「
若
山
牧

水
」
の
傑
出
し
た
業
績
に
値
す
る
賞

と
し
て
、
短
歌
文
学
の
分
野
で
顕
著

な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
一
名
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
県
知
事
が
運
営
委
員

長
と
な
り
、
選
考
方
法
は
全
国
の
有

力
歌
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
四
名
の
選

考
委
員
（
大
岡
信
氏
ほ
か
）
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
毎
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
賞
の
創
設
に
よ
っ
て
牧
水
が
、

全
国
的
に
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
牧
水
生
誕
の
地
東
郷
町
に

と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

議
員
定
数
削
減
案

　
　
　
二
度
目
の
否
決

　
町
議
会
は
、
十
一
月
二
日
に
開
い

た
臨
時
会
で
、
議
員
定
数
条
例
改

正
案
を
反
対
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
、

　
坪
谷
の
富
山
惣
三
郎
氏
か
ら
、
直

接
請
求
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た
、
議

員
定
数
を
現
行
の
十
四
か
ら
十
二
に

削
減
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
問
題

で
、
十
月
四
日
の
定
例
会
に
続
い
て

否
決
し
ま
し
た
。

第
3
9
回
宮
崎
県
勤
労
者

　
　
美
術
展
作
品
募
集

　
県
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
、
勤
務
し

て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

県
二
十
・
宮
日
美
展
等
に
入
賞
し
た

こ
と
の
あ
る
方
は
除
き
ま
す
。

○
作
品
受
付
　
平
成
8
年
－
月
1
3
日

～
1
5
日
（
宮
崎
県
総
合
博
物
館
）

○
部
門
　
絵
画
・
書
道
・
写
真

○
会
期
　
平
成
8
年
2
月
1
日
～
4
日

○
会
場
　
宮
崎
県
総
合
博
物
館

○
規
格
等
　
①
絵
画
8
号
～
5
0
号
。

額
縁
要
（
ガ
ラ
ス
張
り
不
可
）
②

書
道
駕
㎡
以
内
。
　
一
辺
の
寸
法
は
8
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

m
ま
で
。
仮
表
装
又
は
白
装
・
額
装

（
ガ
ラ
ス
張
り
不
可
）
釈
文
要
。

②
写
真
白
黒
半
切
～
全
倍
、
カ
ラ
ー

四
つ
切
～
全
紙
、
パ
ネ
ル
張
り
又
は

額
装
（
ガ
ラ
ス
張
り
不
可
）
．
．
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　クリスマス（12月25日｝は、キリスト教のイエスの生誕日を祝ってい

ると考えている人が多いと思いますが、この日は、冬の一番暗い時で元

々ケルト民族の冬至の祭りを行なう日でした。そして、キリスト教の思

想が導入されるとケルト民族をキI／スト教に改宗させるために、12月25

日は、イエスの生まれた日として祝うようになってきました．キリスト

教の祭りになっても、「ケルトーの名が今でも残っていて、クリスマス

の祭りの中に入っています、例えば、飾られているクリスマスツリーは

ケノレト民族の冬にある光めシンボルでした．

　12月の初めから、クリスマスの準備が始まります、両親がケーキを作ったり、家を飾ったり、友達や親戚に

カードを送ったり、クリスマスの買い物をするのを見て子供達は、クリスマスを楽しみに待っています．12月

中、道もお店も光の木で飾られていて、お店にはお客さんが増え町が賑って冷ます．学校でも、クリスマスパ

ーティーやクリスマスの演奏が行なわれます，その演奏で、キャロルというクリスマスの話を伝える歌が歌わ

れ、子供も近所の家にいって、キャロルを歌いその返礼として小遣いをもらいます．

クリスマスの準備が終わると、家族からのクリスマスプレゼントが、ツリーに下げられます。子供はべ・，ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　に靴下を置いて、わくわくして寝ます。25日に家族は皆で、プレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼントを一緒に開けます、伝統的なローストターキ・ハムやフル

　　　　　　　　　　　　　　　　　ーツで作られている、クリスマスプディングを食べます、私の

　　　　　　　　　　　　　　　　　一番好きな習慣は、アドリ木の木の下で、愛する人が好きな人と

　　　　　　　　　　　　　　　　　キスをすることです。最近のクリスマスは、営利主義で意味が無

　　　　　　　　　　　　　　　　　いと考えている人が多いと思います。イエスの生まれた日なのに

　　　　　　　　　　　　　　　　　冬のただの祭りだと考えています、ですがクリスマスは、元々ケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ルト民族の冬の祭りでしたから、皆で冬のお祝いをすることはす

　　　　　　　　　　　　　　　　　ごくよいことだと思っています．

畜
産だ
よ
り

　
1
1
月
期
和
牛
仔
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
7
頭
出

品
し
て
お
り
ま
す
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

．
一
、
i
　
　
　
　
　
　
J
1
日
　
．
一
　
〉
・

ほ
イ
・
　
　
　
　
　
　
　
■
1
－
－
　
－
／
二

▽
雌
部
（
仔
牛
）

岩
本
道
枝
　
　
み
ち
よ
号

海
野
菅
也
　
　
た
く
よ
号

田
中
次
郎
喜
　
い
と
え
号

▽
去
勢
部
（
仔
牛
）

田
中
次
郎
喜
　
喜
平
号

稲
田
継
男
　
　
　
桃
伸
化
口
写

寺
田
サ
エ
子
　
輝
・
花
号

壱
等
賞

弐
等
賞

弐
等
賞

壱
等
賞

壱
等
賞

弐
等
賞

　
団
体
成
績
は
五
位
で
し
た
．
．

児
湯
郡
市
品
評
会

▽
雌
部
（
仔
牛
）

黒
木
　
繁
　
　
ゆ
み
号
　
　
弐
等
賞

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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／虚人ボー膿騒動会

　10月24日火1

　今年も、利用者の家族や坪谷・鶴野内保育園児、地元

前田組合の人達を招いて、運動会が開催されました＝

　当日は、心配された雨も降らず、園児と一緒にEころ

がしをしたり、ビン倒しをしたり、日頃は地元の人達と

接する機会も少ない利用者の人達も、年に一度の運動会

を楽しく過ごしていました．

類
墜
．
聯

姻
、

五藍【．－－z互璽．－－■互■玉－－．－■π∫－H星コ【＝－：【－夏■π－－■三－－－2璽工－－．亙一璽皿】ほ正【－互童夏⊃H一門豆

｝
1

　豆
－】【

　　第17回町内小学校合同運動会

　　　　　　　　一町総合グラウンドー

幽　文化祭行事の恒例行事ともなっている、町内五つの小学校の合同運動会が秋晴れの下、今年も盛大に開催され

ました＝

　この運動会は、児童の体力の向一ヒと親睦を図ることを

目的に開催されるもので、参加した児童達は、精一杯力

を出し切り、今年2回目の運動会に、チョ・ピリ得した

気持ちで競技に参加していました．

夏■．－］［－．亙一－璽］コ［－玄－ーコ【－一重裏皿」【Σ－－］【裏－三＝＝重Σ星一コ【＝重m璽1亙三1

　
一コ［】「■】〔－－＝】［－互＝－

　　　　　　　第10回牧水ケ丘祭
「⊥幽　　　 一坪谷小学校　
　牧水生誕百周年記念に始まったP牧水ケ丘祭一も今年で

10回目を迎え、歌を愛し続けた牧水の文学的業績とその遺徳
浄イ田アく’≠1　’｝
＿　1’じ、4

　　　ナ
　第1部の歌碑祭では、校庭の一角に建立されている歌碑に

児童の代表とPTA会長による献酒、全校児童による歌碑朗

詠が行なわれました．

　第2部では、体育館で短歌入選者発表と朗詠、前田理恵子

先生による独唱が行なわれ、参加した父母らからは大きな拍

手が送られていました＝

】【■璽耳　藍！【m互■］【】□【■一ヨーーコ【］［■．■玄】【．H］［融解一】［】【．軍．鮎漁［互二璽

　
茎璽■－－］［■］【】【－＝】【－．コ1」【］【］【τ」【－＝【】□【■■」［■コ【－【】［■．互

　　　奉納相撲大会
11月1． P．駐y1　　　　一福瀬小学校児童一

　福瀬の白鳥神社境内では、祭り行事の一一つとして福子連主

催による子供相撲大会が行なわれました、

　この大会は、相撲を通じて心身の鍛練と健康増進を図り、

同時に礼儀を重んじる精神、そして、地域各種行事への積極

的な参加を主な目的として行なわれました．

　東西に分かれた引力子たちは力の入った好取り組みを披露

し、伯仲した取り組みになると物言がつき、取り直しをする

一番凱おとすれ蹴鞭ませました． @／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　＝ド

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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竃

眞
理
子
さ
ん
（
4
3
歳
）

「

1

り1

　　　　’

o
出
身
地

　
羽
坂

（
井
尻

総
ド

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
二
十
七
年
　
月
七
日

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
古
田
寿
美
さ
ん
（
父
）

o
現
在
の
住
所

　
　
青
森
県
弘
前
市

　
健
康
と
明
る
さ
を
モ
ッ
ト
：
に
、

生
き
て
い
ま
す
と
い
う
工
藤
さ
ん
。

現
在
は
、
ご
主
人
と
大
学
一
年
生
の

長
男
、
中
学
三
年
生
の
長
女
と
ご
主

人
の
両
親
の
六
人
家
族
で
す
．
．

　
暇
が
で
き
る
と
、
近
く
の
温
泉
へ

行
っ
て
の
ん
び
り
と
し
た
生
活
を
送

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
私
の
住
む
弘
前
市
に
、
最
近
と
っ

て
も
立
派
な
映
画
館
が
出
来
ま
し
た
。

映
画
の
好
き
な
私
に
と
っ
て
大
変
嬉

し
い
事
で
、
新
作
映
画
が
上
映
さ
れ

る
度
に
、
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
椅
子
に
座

り
な
が
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち

は
、
昔
、
お
祭
り
で
観
た
映
画
の
始

ま
り
と
同
じ
な
の
で
す
。
娯
楽
の
少

な
か
っ
た
時
代
に
、
た
ま
に
上
映
さ

れ
る
映
画
は
、
当
時
の
子
供
達
、
大

人
達
に
と
っ
て
も
、
多
分
大
き
な
楽

し
み
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も

寒
い
季
節
で
、
ま
し
て
、
屋
外
で
観

る
の
で
す
か
ら
、
ブ
ル
ブ
ル
と
震
え

な
が
ら
観
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
祭
り
と
言
え
ば
、
旅
役

者
の
人
達
が
来
る
の
も
楽
し
み
で
し

た
。
学
校
の
帰
り
道
、
公
民
館
に
続

く
坂
道
を
か
け
登
り
、
芝
居
小
屋
を

の
ぞ
い
た
り
し
た
も
の
で
す
．
、

　
　
★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
催
な
し
　
・
★

あ
の
懐
か
し
い
道
を
た
ど
っ
て

　
　
　
　
　
　
私
の
思
い
出
の
ふ
る
さ
と
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
東
郷
を
離
れ
て
二
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
に
な
り
ま
す
。
映
画
を
観
る
度
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
の
懐
か
し
い
道
を
た
ど
っ
て
、
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
思
い
出
の
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
す
。

大
自
然
を
大
切
に

　
帰
省
す
る
度
に
目
に
入
る
、
な
つ

か
し
い
風
景
。

　
東
郷
町
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
る

人
達
に
と
っ
て
、
嬉
し
く
思
う
事
は
、

変
わ
ら
な
い
ふ
る
さ
と
が
あ
る
と
言

　
　
　
〃
●

　
　
　
　
　
●

　
山
を
川
を
…
…
。

う
事
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
、
遊
ん
だ

山
が
あ
り
、
川
が
あ
り
ま
す
。
変
わ

ら
な
い
と
い
う
事
の
す
ば
ら
し
さ
を
、

い
つ
も
実
感
し
て
い
ま
す
．
、

　
自
然
保
護
の
大
切
さ
を
、
後
世
に

撒蹄

ム

彫
國

▲幼い頃遊んだ羽坂橋下の坪谷川▲羽坂神社

伝
え
、
豊
か
な
町
．
つ
く
り
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
最
後
に
、
町
の
様
子
を
伝
え
て
く

れ
る
、
　
「
町
報
と
う
こ
う
」
に
感
謝

致
し
ま
す
．

琳山開
　
生
き
づ
く
り
尾
鰭
動
け
る
大
鯛
の

　
黒
き
瞳
に
見
つ
め
ら
れ
ゐ
・

　
　
　
　
　
讐
録
司

冊
細
渓
川
坪
谷
の
川
の
親
し
さ
よ

　
牧
水
郷
に
子
等
と
遊
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

十
五
夜
の
宵
に
昇
り
し
満
月
の

神
秘
な
姿
あ
か
ず
一
つ
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

過
ぎ
し
日
に
刈
り
た
る
草
木
の
香
を
さ
そ
い

涼
風
に
聞
く
秋
の
足
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
滉

山
あ
い
の
岩
場
を
ま
た
ぐ
観
音
滝

白
き
帯
引
く
層
々
の
緑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
．
八
重
子

ゆ
る
や
か
な
る
流
れ
の
清
き
坪
谷
川

橋
渡
り
つ
つ
せ
せ
ら
ぎ
を
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

ぶ
ら
ぶ
ら
と
目
前
を
ぶ
よ
の
ち
ら
つ
き
て

　
一
人
い
ら
だ
ち
身
動
き
と
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

二
歩
三
歩
あ
る
け
ば
足
り
る
わ
が
部
屋
の

　
子
等
の
写
真
に
語
り
老
い
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
f

暮
れ
な
ず
む
山
家
の
庭
に
幼
児
の

　
一
入
た
た
ず
む
誰
か
待
つ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市
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号園講
　　　☆★☆坪谷幼稚園☆★☆

　　　　　　　　　　　　　▼題「3びきのやぎのがらがらどん」

稲田鶴野，歳匠着駅幽■■闘■薩

ん
ん
黙
侍
富
友
細看父

母

　　仲深久居原の
三浦亜友美ちゃん〔5赫

父：三浦公幸さん

母：　　孝子さん

O好きな食べ物は何ですか？

　ぎょうざ

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　ドラゴンボール

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　かわいいお花やさん

O好きな食べ物は何ですか？

　そば

。好きなテレビ番組は何で

　すか？

　ボコニーン

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　看護婦さん

羅
、

寒、

「、

E

℃

＼

瀞、

響
・
試

．
、
β

ゆ
▲題「3びきのやぎのがらがらどん」

・
T
●
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
●
餉
1
・
Y
●
Y
・
Y
・
Y
。
Y
・
γ
・
γ
・
T
∴
▼
・
γ
●
Y
●
Y
●
Y
●
Y
・
γ
・
γ
●
7
∴
▼
●
7
・
Y
●
Y
・
7
・
Y
・
Y
●
Y
・
」
T
。
T
・
Y
．
7
●
γ
●
Y
●
」
T
・
Y
∴
▼
∴
▼
●
Y
・
M
T
。
Y
∴
▼

蚤霊3瑠．澱一
街桔舌題

鍋蹟一「新品のかさを使うの

もったいない雨の日
なのにこまってしまう」

　JA日向が主催する、

第1回「JA日向　ふれ

あい短歌コンクール　で

坪谷小4年生の水野香織

さんが、小学校の部で、

一第1席」を受賞しました．

　コンクールでは、小学

生の部・中学生の部・教

員の部に分けて行なわれ、

小学校の部では、401点の

応募の中から今回の受賞

となりました。

▲第1席受賞の水野香織さん

回
回
圃
回
凶
O

車
（
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
）
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
ず
カ
ギ
掛
け
を
〃

　
夏
休
み
以
降
、
町
内
で
は
自
動
車

盗
難
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
駐

在
所
で
は
、
そ
の
都
度
、
放
置
車
両

の
一
掃
と
ド
ア
ロ
ッ
ク
カ
ギ
掛
け
を

広
報
し
て
い
ま
す
が
、
1
1
月
7
日
に

も
、
カ
ギ
の
付
け
っ
ぱ
な
し
の
自
動

車
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
区
長
さ
ん
は
、
自
分
で
原

稿
を
書
き
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
で
車
へ

の
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
〃
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、

必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
と
カ
ギ
の
抜
き
取

り
を
励
行
し
、
車
上
狙
い
と
土
ハ
に
自

動
車
盗
難
事
件
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
警
察
で
は
、

夜
間
の
警
ら
の
強
化
と
犯
人
の
逮
捕

の
た
め
に
努
力
し
、
特
に
、
証
拠
及

び
情
報
収
集
に
皆
様
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

交通事故件数

★
物
知
り

O
我
が
国
の
自
動
車
第
1
号

　
明
治
3
2
年
に
、
ア
メ
リ
カ
人
の
乗

用
車
と
し
て
走
っ
た
、
三
輪
電
気
自

動
車
の
「
プ
ロ
グ
レ
ス
号
」
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
．
、

○
日
本
人
で
初
め
て
自
動
車
を
買
っ

た
人
　
男
爵
大
倉
喜
七
郎
で
、
明
治
3
2
年

パ
リ
で
買
っ
た
「
ダ
チ
オ
ン
一
と
い

う
八
馬
力
1
汽
筒
で
あ
っ
た
が
、
故

障
ば
か
り
で
実
用
に
な
ら
な
か
っ
た
。

o
我
が
国
で
初
め
て
自
動
車
を
製
作

し
た
人

　
明
治
3
7
年
に
、
岡
山
県
の
山
羽
虎

雄
で
、
純
国
産
の
蒸
気
式
乗
合
自
動

車
（
山
羽
式
蒸
気
自
動
車
）
を
完
成

し
た
．
、

内　　訳

物損 人身
計

50

7
件

57

東
郷
駐
在
所

19

0
件

19

坪
谷
駐
在
所

9
件
0
件
9
件

萎
津
駐
所

78

7
件

85

合
計

（
文
責
一
久
保
）
平成7年10月27日現在

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

・
《
－枇甦　　　　自分で守ろう自分の健康

　　良い生活習慣はく栄養〉〈運動〉〈休養〉のハーモニー
◎12月の各検診

基本健康診査・婦人健康診査 18ヵ月児・2才児健康診査 子宮がん検診 乳児・3才児健康診査

対象者　40才以上の全住民 対象者　生後18～20ヵ月児 対象者　30才以上の女性 対象者　生後3～12ヵ月児
18才～39才の女性 生後2才5～7ヵ月児 委託機関　対ガン協会 受付時間　13：30～14：00

内　　容　問診・血圧測定・ 受付時間　13：30集合 内　　容　問診、子宮頚部の細胞診 内　　容　問診・身体計測・
血液検査・診察・ 内　　容　問診・身体計測・ 泌要な人のみ体がん検診1 育児指導・診察
尿検査 料　　金　30才以上800円

乳がん検診

ﾎ象者　30才以上の女性

焉@　容　問診・視診・触診

ﾏ託機関　町立病院

　　　　　育児指導・内科・

@　　　　歯科診察
冝@　程　12月11日

@　　　　東郷町中央公民館

　　　　　30才未満3，193円

@　　　嘔保世帯は500円補珈

冝@　程　12月19日

@　　　　午前　牧水庵
@　　　　午後　鶴野内地区

対象者　満3才3ヵ月～
@　　　　　　　4才未満児
�t時間　13：00～13：30

焉@　容　問診・身体計測・

@　　　　尿検査・内科・歯
料　　金　無　　料

冝@　程　12月7日

@　　　　大工野集落センター

削．．自象　　　‘∫り　　’

　コミュニティセンター

P2月20日

ﾟ前小野田公民館

科診察・育児指導・事前に視覚・聴

oアンケートを行な
12月14日

ﾟ野内地区

Rミュニティセンター

　＿　　　　　亀、　　F　　　．　　　●　9

j紛
　　　　午後農協寺迫支所

ｦ70才一以上・非課税世帯・生活

@保護世帯は無料。

　　　　　ってきてください、

冝@　程　12月15日

@　　　　シルバーセンター

凶単
會
Q
＆
A
②

囚置
置
Q
障
害
基
礎
年
金
は
ど
の
よ
う
な
と

　
・
に
受
け
・
れ
る
の
で
し
・
う
か
・

丁
年
金
加
入
中
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど

　
で
後
遺
症
が
残
っ
た
場
合
、
そ
の

置国　
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ

置凶　
ま
す
。

皿湿国　
障
害
の
程
度
と
は
、
そ
の
障
害
に

国
「
蛸
脚
翻
図
工
鯛
鯛
“
一
【
圏
脚
岡
髄
図
岡
岡
”
”
圓
図
胸
髄
”
脚
脚
図
三
脚
賢
帥
脾
h
二
一
附
瞬
国
飼
隣
図
闘
闘
図
”
圏
図
図
脚
図
図
圏
図
胴
闘
髄
随
一
卸
一
胴
鋼
脚
”
網
駒
髄
闘
脚
髄
一
脚
一
闘
髄
脚
”
翻
図
髄
圏
h
髄
髄
』
”
瞬
図
”
随
胴
卵
脚
脚
闘
囲
脚
凶
闘
図
四
闘
闘
囲
翻
脚
”
掴
卸
”
輔
脚
胴
髄
脚
闘
髄
脚
一
鱒
脚
図
”
圏
髄
鱒
齢
顔
附
階
囲
繭
」

国
よ
り
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受

『
る
な
ど
の
状
態
を
い
い
ま
す
・
具

体
的
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
障

害
等
級
表
の
1
級
ま
た
は
2
級
の
該

当
者
で
す
。

　
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
次
の
2

つ
の
条
件
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
該
当

す
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
全
加
入
期
間
の
う
ち
、
3
分
の
2

　
以
上
の
期
間
保
険
料
を
納
め
て
い

　
る
か
免
除
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

②
初
診
日
が
平
成
1
8
年
3
月
3
1
日
前

　
で
あ
る
人
は
、
初
診
日
の
直
近
の

　
1
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

　
こ
と
。

　
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
る
と
聞
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛

　
し
た
。
2
つ
の
年
金
を
受
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湿

A
2
つ
の
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犀

　
の
で
、
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
選
び
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
摺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
私
は
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呂

盤
ー
ー
ー
…
…
…
…
…
圏
隊
勝
臨
謄
眩
平
等
…
ー
ー
ー
ー
…
…
一
…
』

表
紙
へ
牧
水
○
一
7
3
、
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
6
5
歳
に
な
り
ま
す
と
老
齢
基
礎
年
堀

金
も
請
求
す
る
こ
・
が
で
き
ま
す
が
、
　

原
則
と
し
て
1
人
に
つ
き
一
つ
の
基
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

礎
年
金
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
表
紙
の
う
た
「
園
の
花
つ
ぎ
つ
ぎ

に
秋
に
咲
き
う
つ
る
こ
の
ご
ろ
の
日

の
し
づ
け
か
り
け
り
」
は
、
大
正
十

年
（
】
九
二
】
・
三
十
六
項
目
の
初

秋
の
作
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
牧
水
は
、
大
正
九
年
八
月
に
東
京

か
ら
静
岡
県
の
沼
津
に
転
居
し
ま
し

た
。
住
居
は
沼
津
の
効
外
の
香
貫
山

の
山
裾
で
、
借
り
た
家
は
東
京
の
商

人
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
古
い
別
荘

で
、
庭
が
広
く
て
樹
木
が
多
く
、
遠

く
に
富
士
山
が
仰
が
れ
る
家
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
東
京
か
ら
転
居

し
て
き
た
頃
は
、
疲
れ
も
あ
っ
て
し

ば
ら
く
は
仕
事
も
手
に
つ
か
ず
、
ぼ

ん
や
り
と
暮
ら
す
日
が
多
か
っ
た
よ

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

う
で
す
が
、
沼
津
の
生
活
に
も
馴
れ

て
く
る
に
つ
れ
、
次
第
に
元
気
に
な

り
歌
の
数
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
表
紙
の
う
た
も
「
秋
近
し
」

と
題
し
た
、
】
連
十
首
の
中
の
一
首

で
あ
り
ま
す
。
広
い
屋
敷
の
周
囲
に

は
花
畑
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
草

花
が
植
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
、

　
】
連
の
詠
草
に
も
、
ダ
り
や
、
三

戸
、
コ
ス
モ
ス
等
が
歌
わ
れ
て
お
り
、

「
朝
夕
に
つ
ち
か
ふ
土
の
黒
み
来
て

鳳
仙
花
の
は
な
散
り
そ
め
に
け
り
」

も
あ
り
、
庭
の
花
を
か
な
り
多
く
歌

っ
て
い
ま
す
。

　
夏
も
過
ぎ
、
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
た

夏
の
草
花
が
、
色
も
形
も
変
っ
て
き

て
次
第
に
お
と
ろ
え
、
こ
ん
ど
は
秋

の
草
花
が
、
咲
き
出
し
て
い
る
の
を

見
て
、
牧
水
は
、
季
節
の
移
り
か
わ

り
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
歌
か
ら
、
牧
水
の
心
の
静
け

さ
も
読
み
と
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。
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［消費
者
の
信
頼
の

ブ
ラ
ン
ド
「
S
マ
ー
ク
」

　
「
S
マ
ー
ク
」
は
、
理
容
店
、
美

容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
が
行
な
う
、

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
賠
償
内
容
・

施
設
や
設
備
の
内
容
・
仕
事
や
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
正
し
く
表
示

す
る
も
の
で
す
．

　
問
い
合
せ
ば
、
県
環
境
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
費
0
9
8
5
㈱
1
4
6
6

「Sマーク」

　

第
4
7
回
人
権
週
間

　
　
　
1
2
月
4
日
～
1
0
日

半
全
国
一
斉
に
人
権
週
間
が
始
ま
り

ま
す
、
こ
の
人
権
週
間
は
、
法
務
省

と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
主

催
す
る
も
の
で
、
広
く
人
権
の
重
要

性
と
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
皆

さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

o
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
一
「
い

じ
め
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃

　
ら
　
　
　
へ

さ
な
し
」

o
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権

土思

ｯ
力
こ
ム
目
イ
」
ト
ぴ
・
つ

。
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

。
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

　
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
そ
の
ほ
か
家

庭
内
の
問
題
、
借
地
、
借
家
、
登
記
、

金
銭
貸
借
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

で
困
り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
相

談
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

　
人
権
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気

楽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
．
．

　
人
権
相
談
は
、
延
岡
市
南
町
の
法

務
局
で
い
つ
で
も
行
な
っ
て
い
ま
す
．

●
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

　
　
黒
木
睦
實
（
寺
　
迫
）

　
　
伊
東
征
男
（
鶴
野
内
）

　
　
海
野
俊
男
（
越
　
表
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
　
　
年
末
調
整

　
十
二
月
は
、
給
料
な
ど
に
か
か
る

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　
毎
月
の
給
料
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
間
の
合
計
額

と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対
す
る

年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通

で
す
。

　
こ
の
た
め
、
そ
の
源
泉
徴
収
税
額

の
過
不
足
額
を
精
算
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
⑳
手
続
を
「
年
末
調
整
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
そ
の
年
の
納
税
を
完

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
が
正
し
く
行
な
わ
れ
る
た
め

に
は
、
勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保
険

料
な
ど
の
申
告
を
正
し
く
行
な
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
な
お
、
年
の
中
途
で
結
婚
や
就
職
、

出
産
な
ど
に
よ
り
扶
養
親
族
に
異
動

が
あ
っ
た
方
は
、
扶
養
控
除
申
告
書

の
変
更
が
必
要
で
す
か
ら
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
年
は
年
末
調
整
の
際
に
、

「
平
成
七
年
分
の
給
与
に
係
る
特
別

減
税
額
」
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
．

※
詳
し
く
は
、
延
岡
税
務
署

　
　
　
　
費
0
9
8
2
働
3
3
0
1

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
国
民
金
融
公
庫
）
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
い

　
入
学
金
や
授
業
料
、
ア
パ
ー
ト
の

敷
金
、
家
賃
、
外
国
の
高
校
・
大
学

へ
の
留
学
費
用
な
ど
入
学
時
や
在
学

中
に
必
要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る

公
的
制
度
と
し
て
、
国
民
金
融
公
庫

の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
、

▽
融
資
限
度
額
　
↓
五
〇
万
円

▽
融
資
期
間
　
　
八
年
以
内
（
据
置

　
期
間
は
在
学
期
間
内
く
最
長
4
年
V
）

▽
返
済
方
法
　
　
元
利
均
等
毎
月
払

　
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
も
可
能
）

▽
利
　
　
率
　
　
年
三
・
二
五
％

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
延
岡

　
支
店
　
實
0
9
8
2
關
6
3
1
1

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
1
9
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
2
0
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
八
期

　
　
※
納
税
は
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

善
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
〕

〔
1
1
月
2
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
田
野
の
児
玉
マ
サ
エ
さ
ん
か
ら

（
清
太
郎
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
井
上
孝
雄
さ
ん
か
ら

（
キ
ミ
エ
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
三
浦
静
雄
さ
ん
か
ら

（
善
隆
さ
ん
・
3
1
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
本
多
茂
雄
さ
ん
か
ら

（
サ
カ
ヱ
さ
ん
・
9
2
歳
ご
逝
去
）

◎
日
向
市
の
苓
瀬
幹
夫
さ
ん
か
ら

（
小
川
伊
政
さ
ん
・
6
5
歳
ご
逝
去
）

◎
越
畑
の
海
野
康
男
さ
ん
か
ら

（
フ
ミ
エ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
飛
高
敏
子
さ
ん
か
ら

（
リ
ン
さ
ん
・
9
4
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
佐
藤
キ
ョ
カ
さ
ん
か
ら

（
房
吉
さ
ん
・
7
3
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
海
野
森
行
さ
ん
か
ら

（
勝
春
さ
ん
・
7
6
歳
ご
逝
去
）

】

般
寄
　
付

　
羽
坂
の
植
田
イ
セ
さ
ん
か
ら
快
気

祝
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

一

●

　
　
（
十
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

竹
中
　
　
愛

渡
辺
　
　
亮

赤
な
窃
氏
名

幸
　
一
光
志
羅
嚢

寺
子
寺
子
住
所

結死

亡

具
福
を
祈
り

ま
す

黒野

木魂

純明

熟年

宮福

氏

名

旧

婚

お

め

で
と
つ

氏
　
　
　
名

年
齢

住
所

臼
几
玉
清
太
郎

86

ﾎ

鶴
野
内

井
上
キ
ミ
エ

87

ﾎ

小
野
田

本
多
サ
カ
エ

92

ﾎ

小
野
田

小
川
伊
政
65

ﾎ

田
　
野

海
野
フ
ミ
エ

85

ﾎ

越
　
表

海
野
勝
春
76

ﾎ

坪
谷

佐
藤
房
吉
73

ﾎ

逢
瀬

飛
高
リ
　
ン

94

ﾎ

小
野
田

稲
田
文
子
70

ﾎ

ヨ
　
　
反
語
　
　
±

★町回に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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	「若山牧水賞」を創設

	議員定数削減案二度目の否決
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